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1  つくばりんりんロード
自転車専用の道路。昭和 62
年に筑波鉄道が廃止され、土
浦・岩瀬間の軌道敷き 40 キ
ロが生まれかわった。サイク
リングに、散歩に、好適。

2  裏堀（北条）用水路
古くから開かれた農業用水
路。桜川から取水され、沼田・
大貫・杉ノ木・小沢を経て北
条まで延長約５キロ。美田を
潤し、北条米を産む。

3  大塚家店蔵
かつて北条の町は在郷商人街
として栄え、土蔵店が立ち並
んでいた。大塚家は屋号を「岩
崎屋」という。米穀・肥料な
どを扱い、繁昌した。

4  田村家店蔵
元は呉服店。大正初期の建築
だが、二階が二棟に分かれる
のはモダンな設計。黒漆喰の
壁、ベンガラ塗りのヴェラン
ダが美しくはえる。

5  つくば道道標
かつての筑波山参詣道入口。
この道は「日本の道百選」に
選ばれた。３メートルをこえ
る道標は堂々たるもの。往時
のにぎわいを思わせる。

6  市神様の石祠
北条の町では毎月定期的に
市が開かれた。⑨の八坂神
社を挟んだ東西約30 0メー
トルが、その市場のなごりを
今に伝えるものである。

7  宮本家店蔵
宮本家は代々清兵衛を名乗
り、屋号を「宮清」といった。
醤油醸造業として栄え、この
店蔵は関東地方でも屈指の本
格的な土蔵造り。

8  矢中の杜本館
国指定重要文化財にもなって
いる昭和初期の近代和風住
宅。居住棟である本館と迎賓
棟である別館が建ち、周囲に
広大な庭園が広がる。

9  八坂神社五輪塔
八坂神社は北条の町の氏神。
この五輪塔には経筒が納めら
れていて、天文六年（1537）
の造立と判明。県内で造立年
時が知られる二番目のもの。

10  北条中台廃寺の露盤石
北条新町の背後の台地を中台
という。ここには奈良時代の
寺院址がある。その寺院の塔
の石造露盤が転用され、今は
道祖神の土台となっている。

11  久保山稲荷神社
稲荷神社は「稲成り」で農業
の神であったが、また商売繁
昌を願う商人の神としても崇
拝された。ここで行われた万
灯会は盛大であった。

12  宝安寺
曹洞宗の寺院。江戸時代初期
に北条の町並みが整備された
時には既に在った。北条は大
火が多く、火防の神「秋葉様」
をまつってもいる。

13  鹿島神社
創立の由来は不明だが、北条
の町並みが整備された頃勧請
されたのだろう。昔は子供た
ちの奉納相撲が行われ、大変
にぎわったものだった。

14  毘沙門天種子板碑
鎌倉時代の板碑。下に毘沙門
天の種子（梵字）ベイシラマ
ンダヤを巧みに配し、上部に
持物の宝塔を彫る。板碑とし
て類例のない傑作。

15  日向廃寺跡
平安時代末期の寺院跡。この
地に常陸大掾氏が居住して、
文化が栄えていたことを物語
る宇治平等院鳳凰堂式の阿弥
陀堂跡である。

16  熊野神社
昔この地は熊野信仰が盛んで
あった。それを今に伝える遺
跡。社殿背後の宝塔は花崗岩
の巨石から作り出され、古い
由緒を物語る。

17  全宗寺
新義真言宗豊山派の寺院。山
号を「熊野山」といい、前
項の熊野神社の別当寺であっ
た。境内の不動堂と寺蔵の不
動明王図像が有名。

18  無量院
時宗の寺院。本尊の阿弥陀如
来像は鎌倉時代の作。多気大
掾氏の最後の当主義幹の霊を
弔うために、創立されたと伝
えられる。

20  多気太郎五輪塔
鎌倉時代初期に作られた古様
を残す五輪塔。地元では常陸
大掾氏最後の当主義幹の供養
塔と伝え、毎年八月「タキタ
ロ万灯」が催される。

21  北条大池
古くからある灌漑用水池。昭
和９年に整備されて、大池・
小池の外に新池も作られた。
その時桜が植えられ、以来桜
の名所として知られている。

22  平沢官衙遺跡
国指定史跡を整備して作った
歴史公園。奈良・平安時代の
筑波郡の役所の跡である。復
元された三棟の正倉が周囲の
山々にはえて美しい。

19  石造多層塔
もと中久木家の墓地に在った
もの。一基の塔身に「延文六
年（1361）」と彫られており、
南北朝時代の遺品として貴重
なものである。
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